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要旨

天王星大気の放射エネルギーを概観する.
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1 入射太陽放射

図 1 は天王星への入射太陽放射の季節変化と年平均である.

図 1. 天王星の入射太陽放射 ( Allison et al. 1990 ).

2 全球放射収支

2.1 放射フラックスの波長依存性

図 2 は天王星への入射太陽放射, 反射太陽放射ならびに土星より射出される赤外
放射の波長依存性である.
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図 2. 天王星の太陽放射, 赤外放射. 曲線 Ut は土星からの赤外放射である. 実線
部がボイジャー観測器 (IRIS)によるもの, 点線部は大気組成と温度分布を用
いた放射計算結果による. 曲線 S は土星への入射太陽放射である. 曲線 Us

は反射太陽放射である (アルベド 0.3). ( Pearl et al. 1990 ).

2.2 放射エネルギー収支基本量

表 1 は天王星の放射エネルギー収支に関する基本的な数字である. 比較のため他
の外惑星の値も示してある.
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表 1. 天王星大気の放射エネルギー収支に関する基本的な数字 ( Pearl et al. 1990

)
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